
ウ

ル

フ

の

最

後

の

小

説

(二)

増
山

学

『
波
』
(
コ
訂
司
等
ぶ
ー
¢
巴
)
に
お
い
て
、
詩
的
散
文
と
内
的
独
自
を
用
い
て
、
人
物
の
心
理
や
行
動
を
暗
示
さ
せ
た
手
法
が
、

『
歴
年
』
(
り
訂
こ
ぶ
重
責
∵
石
望
)
を
隔
て
て
、
『
幕
間
』
(
加
温
更
§
こ
豪
=
冒
す
」
買
)
で
は
変
質
し
た
形
で
提
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

『
幕
間
』
が
一
応
脱
稿
し
た
の
が
一
九
四
〇
年
十
一
月
二
十
三
日
で
、
そ
れ
か
ら
改
訂
の
筆
を
加
え
始
め
、
題
名
も
『
ポ
イ
ソ
ツ
・

ホ
ー
ル
』
(
知
己
豆
に
し
ぎ
整
)
と
い
う
仮
題
か
ら
、
正
式
に
『
幕
間
』
と
決
定
さ
れ
た
の
は
、
翌
年
二
月
二
十
六
日
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
そ
れ
か
ら
一
カ
月
後
、
三
月
二
十
八
日
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
・
ウ
ル
フ
(
く
i
r
g
i
n
i
a
W
。
。
-
〇
は
自
殺
を
遂
げ
て
し
ま
っ
た
。
従
っ

て
、
『
幕
間
』
は
決
定
稿
に
な
ら
な
い
ま
ま
、
死
後
出
版
の
運
び
に
な
っ
た
彼
女
の
最
後
の
小
説
で
あ
る
。
そ
の
点
、
本
書
の
価
値

に
疑
問
を
抱
か
れ
る
の
を
惧
れ
た
彼
女
の
夫
レ
ナ
ー
ド
・
ウ
ル
フ
(
L
e
昌
a
a
W
O
O
】
〇
は
、
は
し
が
き
と
し
て
次
の
よ
う
に
弁
明

し
て
い
る
。
「
本
書
の
原
稿
は
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
・
ウ
ル
フ
の
死
亡
時
に
は
完
成
し
て
い
た
が
、
印
刷
所
用
の
最
終
改
訂
稿
に
は
な

っ
て
い
な
か
っ
た
。
本
書
の
校
了
ま
で
に
は
、
彼
女
は
恐
ら
く
多
く
の
小
さ
な
修
正
や
改
訂
を
施
し
た
こ
と
で
は
あ
ろ
う
が
、
特
に

大
き
な
、
ま
た
は
実
質
的
な
変
更
を
加
え
る
よ
う
な
こ
と
は
、
な
か
っ
た
も
の
と
信
ず
る
。
」
だ
が
、
彼
女
は
推
敲
に
長
期
間
、
彫

ウ
ル
フ
の
最
後
の
小
説
口



ウ

ル

フ

の

最

後

の

小

説

口

八

六

心
鎮
骨
を
重
ね
る
の
が
通
例
で
、
『
歴
年
』
の
場
合
も
、
一
旦
第
一
稿
が
完
成
し
て
か
ら
決
定
稿
ま
で
、
二
年
余
の
歳
月
を
経
て
い

る
か
ら
、
『
幕
間
』
は
明
ら
か
に
初
め
か
ら
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
負
っ
て
生
れ
た
こ
と
に
な
る
。

Ⅱ

『
波
』
の
内
的
世
界
か
ら
外
的
世
界
へ
指
向
し
、
「
事
実
」
の
奔
流
に
狂
喜
し
な
が
ら
、
自
ら
「
随
筆
小
説
」
と
名
付
け
た
の
が

『
歴
年
』
で
あ
る
が
、
次
の
作
品
の
構
想
の
萌
芽
は
『
歴
年
』
の
最
初
の
原
稿
の
ま
と
ま
る
直
前
、
一
九
三
四
年
八
月
二
十
一
日
の

日
記
に
窺
え
る
。
「
『
今
、
こ
こ
で
』
(
慧
1
句
等
叫
き
套
)
の
教
訓
は
、
一
冊
の
書
の
中
で
、
す
べ
て
の
種
類
の
形
式
を
使
用
す
る
こ

と
が
出
来
る
と
い
う
こ
と
だ
。
従
っ
て
、
次
の
作
品
は
、
詩
、
現
実
、
喜
劇
、
劇
、
物
語
、
心
理
描
写
、
す
べ
て
が
合
一
さ
れ
た
も

の
に
な
る
だ
ろ
う
。
」
(
≦
r
g
i
n
i
a
W
O
。
一
f
‥
ゝ
司
主
等
.
切
望
亀
ヽ
さ
p
・
N
N
N
)
こ
れ
は
、
劇
的
発
展
の
欠
如
の
た
め
、
登
場
人
物
が
皆
幻

影
化
し
て
い
る
、
と
い
う
『
ス
ク
ル
ー
テ
ィ
ニ
』
誌
(
哲
⊇
旨
さ
)
等
の
批
判
を
予
め
意
識
し
て
、
多
様
な
文
学
形
式
の
綜
合
を
、

次
作
に
意
図
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
言
え
ば
、
レ
ナ
ー
ド
が
『
歴
年
』
を
「
彼
女
の
作
品
中
、
最
劣
作
」
(
L
e
。
n
a
r
d
W
O
O
〒

p
基
皇
芝
∵
乳
〓
豪
二
男
ぢ
ー
p
・
-
畠
)
と
断
じ
た
の
は
、
「
事
実
の
小
説
」
の
よ
う
に
「
現
実
の
秩
序
正
し
い
表
現
は
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア

の
精
神
や
技
法
に
は
、
そ
ぐ
わ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
」
(
L
e
O
n
a
乙
W
。
0
-
f
∴
ヨ
石
ゝ
冨
⊇
e
こ
至
〓
豪
ご
雷
電
昌
、
詮
蔓
3
.
p
.
命
)
と

考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

『
歴
年
』
は
一
九
三
七
年
三
月
に
漸
く
上
梓
さ
れ
た
。
そ
の
年
の
六
月
二
十
二
日
の
「
従
来
の
実
験
を
繰
り
返
し
て
も
無
駄
だ
。

実
験
が
実
験
で
あ
る
た
め
に
は
、
新
し
く
な
く
て
ほ
な
ら
ぬ
。
」
(
聖
篭
き
p
・
拭
い
)
と
い
う
言
葉
と
、
同
年
八
月
六
日
の
「
次
の
小

説
へ
の
唯
一
の
ヒ
ン
ト
は
、
対
話
、
詩
、
散
文
で
あ
る
べ
き
だ
。
」
(
b
訂
1
ヽ
,
p
・
捨
印
)
と
い
う
記
入
は
、
『
波
』
の
よ
う
に
、
単
に
詩

的
散
文
で
劇
的
な
も
の
を
目
指
し
た
も
の
の
繰
り
返
し
で
は
な
く
、
新
し
い
実
験
と
な
る
箸
で
あ
っ
た
。



一
九
三
七
年
四
月
一
日
に
『
ロ
ジ
ァ
・
フ
ラ
イ
伝
』
(
智
g
等
し
で
ヾ
‥
ゝ
」
単
品
さ
苺
ぎ
ー
澄
○
)
の
執
筆
が
開
始
さ
れ
た
。
そ
の
旬

日
後
に
、
新
作
の
粗
筋
が
練
ら
れ
た
こ
と
が
、
四
月
二
十
六
日
の
日
記
に
表
わ
れ
て
い
る
。
ど
う
か
こ
の
新
作
が
、
自
分
の
心
に
大

き
な
負
担
を
か
け
な
い
よ
う
に
、
慈
恵
に
し
て
、
実
験
的
な
も
の
で
あ
り
た
い
と
か
、
『
ロ
ジ
ァ
・
フ
ラ
イ
伝
』
の
緊
張
か
ら
解
放

さ
れ
て
、
気
晴
ら
し
に
役
立
つ
も
の
、
と
願
っ
て
い
る
。
事
実
、
同
年
五
月
二
十
日
に
、
『
ロ
ジ
ァ
・
フ
ラ
イ
伝
』
を
「
堅
い
世
界
」
、

新
作
を
「
軽
妙
な
世
界
」
(
聖
篭
さ
p
,
皆
N
)
と
呼
ん
で
い
る
か
ら
、
新
作
が
気
分
転
換
の
役
割
を
果
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
更
に
内

容
に
つ
い
て
は
、
「
『
ボ
イ
ン
ツ
・
ホ
ー
ル
』
で
は
如
何
。
中
心
。
あ
ら
ゆ
る
文
学
の
形
式
を
、
現
実
の
不
調
和
だ
が
、
生
き
生
き
し

た
ヒ
ユ
ー
マ
ァ
と
結
び
つ
け
て
論
じ
る
。
更
に
頭
に
浮
ん
だ
こ
と
す
べ
て
。
し
か
し
、
『
私
』
は
捨
て
、
『
我
々
』
を
以
て
し
よ
う
。

…
…
『
我
々
』
は
多
く
の
色
々
な
も
の
の
複
合
物
で
あ
る
。
…
…
『
我
々
』
と
は
、
皆
生
命
、
芸
術
、
が
ら
く
た
の
よ
せ
集
め
だ

-
そ
れ
が
取
留
め
も
な
く
気
紛
れ
で
あ
っ
て
、
し
か
も
統
一
あ
る
も
の
に
し
た
い
。
-
私
の
現
在
の
心
の
状
態
?
英
国
の
田

園
、
眺
め
の
よ
い
古
い
邸
、
子
守
女
の
歩
む
テ
ラ
ス
、
人
々
が
通
る
1
」
(
空
電
さ
p
p
・
N
雷
-
害
)
以
上
の
よ
う
に
極
め
て
断
片

的
な
ノ
ー
ト
は
、
ウ
ル
フ
の
特
徴
で
、
瞬
間
的
で
断
片
的
な
意
識
を
通
し
て
、
反
映
屈
折
さ
れ
た
も
の
が
、
や
が
て
創
作
と
し
て
実

を
結
ぶ
の
だ
。
種
々
雑
多
な
も
の
の
複
合
物
で
あ
る
「
我
々
」
は
、
ポ
イ
ソ
ツ
・
ホ
ー
ル
邸
に
依
っ
て
象
徴
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
邸

に
住
む
人
々
、
こ
の
邸
で
催
さ
れ
る
村
の
年
中
行
事
で
あ
る
パ
ジ
エ
ソ
ト
に
出
演
、
ま
た
は
見
物
に
集
ま
る
村
人
達
、
こ
れ
等
の
人

々
の
織
り
な
す
群
像
の
心
理
的
菖
藤
が
、
過
去
、
現
在
、
未
来
の
人
類
の
歴
史
に
拡
大
投
影
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
更
に
「
我
々
」

は
、
「
詩
、
現
実
、
喜
劇
、
劇
、
物
語
、
心
理
描
写
、
す
べ
て
が
合
一
さ
れ
た
も
の
」
と
、
ウ
ル
フ
が
意
図
し
た
文
学
形
式
の
多
様

性
を
暗
示
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

同
年
十
二
月
十
九
日
に
は
、
「
一
二
〇
頁
書
き
お
え
た
。
全
体
と
し
て
は
二
二
〇
頁
程
度
の
分
量
に
仕
上
げ
る
積
り
だ
。
」
(
聖
篭
さ

p
・
笠
)
と
記
し
て
い
る
か
ら
、
丁
度
第
一
回
の
幕
間
の
あ
た
り
ま
で
、
到
達
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
同
時
に
、
『
歴
年
』
の

ウ
ル
フ
の
最
後
の
小
説
0



ウ
ル
フ
の
最
後
の
小
説
O

と
め
ど
も
な
く
長
い
「
事
実
」
の
重
圧
に
喘
い
だ
こ
と
も
、
想
起
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

八
八

一
九
四
〇
年
四
月
九
日
、
『
ロ
ジ
ァ
・
フ
ラ
イ
伝
』
の
方
が
先
に
完
了
し
た
。
彼
女
の
心
身
の
消
耗
は
異
常
な
も
の
で
、
レ
ナ
ー

ド
は
こ
れ
を
三
一
九
日
後
の
彼
女
の
自
殺
に
結
び
つ
け
て
い
る
程
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
最
終
段
階
の
『
幕
間
』
の
方
は
、
彼

女
に
余
り
心
労
を
か
け
な
か
っ
た
模
様
な
の
は
、
奇
妙
で
あ
り
、
皮
肉
で
も
あ
る
。
即
ち
、
同
年
十
一
月
五
目
の
日
記
に
は
、
「
諺

の
よ
う
に
、
私
は
大
変
『
幸
福
』
だ
。
P
・
H
・
に
狂
喜
し
て
い
る
。
」
(
b
訂
ミ
ー
p
・
誠
ゆ
)
と
あ
り
、
更
に
、
十
一
月
二
十
三
日
に

は
、
「
本
書
に
つ
い
て
は
、
少
々
意
気
揚
々
た
る
も
の
を
覚
え
る
。
新
手
法
に
よ
る
興
味
あ
る
試
み
だ
と
思
う
。
他
の
作
品
よ
り
最

も
純
粋
な
形
だ
と
考
え
る
。
」
(
覚
Q
r
さ
p
・
鋸
¢
)
と
、
自
信
と
創
作
の
歓
喜
を
表
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
日
の
日
記

の
前
段
で
、
既
に
次
作
の
構
想
が
湧
い
て
い
る
こ
と
を
洩
ら
し
て
い
る
の
が
、
注
目
を
ひ
く
。
こ
の
構
想
だ
け
に
終
る
作
品
が
、

「
事
実
の
裏
付
け
の
作
」
と
な
る
だ
ろ
う
、
と
予
想
し
て
い
る
の
は
、
「
事
実
」
の
作
品
に
困
帰
し
た
過
去
の
経
験
の
認
識
欠
如
か
、

こ
の
年
末
が
表
面
的
に
束
の
間
の
静
穏
裡
に
暮
れ
た
の
と
相
ま
っ
て
、
不
吉
な
も
の
を
思
わ
せ
る
。
但
し
、
レ
ナ
ー
ド
の
自
伝
の
最

終
巻
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
、
一
九
四
一
年
三
月
二
十
四
日
の
日
記
に
は
、
こ
の
次
作
の
輪
廓
が
莫
然
と
記
入
さ
れ
て
い
る
。
「
オ
ク

テ
ィ
グ
ィ
ア
(
O
c
t
a
く
i
a
W
i
-
b
e
r
F
c
e
)
か
ら
聞
い
た
話
。
こ
れ
を
何
と
か
結
実
出
来
る
だ
ろ
う
か
?
一
九
〇
〇
年
の
英
国
の
若

者
。
」
(
つ
訂
ヽ
呈
,
g
k
邑
芸
～
ゝ
,
ヽ
訂
、
竜
註
3
-
p
・
箸
)
こ
れ
は
オ
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
ア
来
訪
の
慶
に
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
が
彼
女
に

「
身
の
上
話
」
を
語
ら
せ
よ
う
と
試
み
た
こ
と
を
指
し
て
い
る
、
と
レ
ナ
ー
ド
は
言
っ
て
い
る
。
自
殺
の
四
日
前
と
い
う
の
に
、
次

作
に
執
心
し
て
い
た
事
実
は
斎
く
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
さ
て
、
一
九
四
一
年
二
月
二
十
六
日
に
な
っ
て
、
「
ポ
イ
ソ
ツ
・
ホ
ー
ル
。

。
ハ
ジ
エ
ソ
ト
完
了
。
劇
-
今
朝
に
な
っ
て
最
終
的
に
『
幕
間
』
」
(
b
訂
1
さ
p
・
∽
缶
)
と
題
名
が
決
定
し
た
の
で
あ
る
。



Ⅲ

『
歴
年
』
は
退
役
大
佐
エ
ィ
ベ
ル
・
。
バ
ー
ジ
タ
ァ
(
A
b
e
-
P
a
r
g
i
t
e
r
)
一
家
の
生
活
を
軸
に
し
て
、
一
八
八
〇
年
代
か
ら
現
代
一
九

三
〇
年
代
に
ま
で
、
展
開
さ
れ
た
物
語
で
あ
っ
た
。
パ
ー
ジ
タ
ァ
一
家
の
崩
壊
過
程
は
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
の
社
会
、
文
化
の
・
崩
壊

そ
の
も
の
で
、
表
面
的
に
安
定
し
て
見
え
た
十
九
世
紀
か
ら
、
混
迷
の
現
代
へ
の
推
移
が
、
象
徴
的
に
表
現
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

E
・
M
・
フ
ォ
ー
ス
ク
ァ
は
『
歴
年
』
に
つ
い
て
、
「
『
夜
と
昼
』
(
き
g
配
も
邑
b
q
さ
ー
巴
¢
)
の
場
合
と
同
じ
く
、
彼
女
は
詩
を
捨

て
て
、
再
び
失
敗
す
る
。
」
と
述
べ
、
更
に
、
「
し
か
し
、
彼
女
の
死
後
出
版
の
小
説
『
幕
間
』
で
は
、
彼
女
の
会
得
し
て
い
る
手
法

に
復
帰
し
て
い
る
。
」
(
拘
・
芦
F
。
r
S
t
e
r
‥
づ
ミ
C
訂
采
ご
ざ
二
g
要
≡
§
≠
p
p
・
柁
石
-
J
と
、
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
約
五
十
年
間
に

亘
る
英
国
社
会
を
背
景
に
し
た
、
パ
ー
ジ
タ
ァ
一
家
の
人
々
の
生
活
の
記
録
史
か
ら
、
今
度
は
筋
の
運
び
は
約
二
十
四
時
間
に
圧
縮

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

P
ソ
ド
ン
か
ら
北
の
方
三
時
間
の
田
園
地
方
の
邸
ポ
イ
ソ
ツ
・
ホ
ー
ル
と
そ
の
周
辺
が
そ
の
舞
台
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
邸
の
テ

ラ
ス
で
催
さ
れ
る
村
の
年
中
行
事
の
「
英
国
史
か
ら
の
場
面
」
と
い
う
パ
ジ
ェ
ソ
ト
が
、
中
心
に
な
る
事
件
で
あ
る
。
そ
の
前
夜
、

即
ち
、
一
九
三
九
年
六
月
の
あ
る
土
曜
日
の
夜
の
、
下
水
潔
の
相
談
か
ら
始
ま
り
、
翌
日
曜
日
当
日
の
パ
ジ
ュ
ン
ト
上
演
、
そ
の
あ

と
静
詮
に
戻
っ
た
夜
の
邸
に
終
る
。
以
上
の
よ
う
に
特
異
な
筋
書
を
持
た
ぬ
点
も
、
『
ダ
P
ウ
ェ
イ
夫
人
』
(
聾
?
更
彗
芸
事
-
¢
拐
)
、

『
灯
台
へ
』
(
ゴ
こ
豪
こ
ざ
首
罫
眞
芦
品
増
)
、
『
波
』
の
系
列
に
続
く
も
の
で
あ
る
。

登
場
人
物
は
ボ
イ
ン
ツ
・
ホ
ー
ル
邸
の
当
主
バ
ー
ト
・
オ
リ
グ
ァ
(
B
a
r
t
O
-
i
く
e
r
)
、
妹
で
後
家
の
ル
ー
シ
ィ
・
ス
ウ
ィ
ジ
ソ

(
L
u
c
y
S
w
i
t
h
i
n
)
、
息
子
夫
妻
ジ
ァ
イ
ル
ズ
(
G
i
l
e
s
)
と
ア
イ
ザ
(
l
s
a
)
、
二
人
の
孫
、
近
く
の
費
農
ル
ー
パ
ー
ト
・
へ
イ
ン
ズ

(
R
u
p
。
r
t
H
a
i
n
e
s
)
夫
妻
、
偶
々
昼
食
時
に
邸
を
訪
れ
パ
ジ
ェ
ソ
ト
を
見
る
マ
ソ
リ
ー
ザ
夫
人
(
M
r
s
・
M
a
n
r
e
s
a
)
と
、
そ
の
同
伴

ウ
ル
フ
の
最
後
の
小
説
⇔
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着
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ド
ッ
ジ
(
W
i
E
a
m
D
。
d
g
e
)
、
パ
ジ
ェ
ソ
ト
の
作
者
兼
演
出
者
ラ
・
ト
ロ
ー
プ
嬢
(
M
i
s
s
L
a
T
r
O
b
e
)
。
そ
の
他

牧
師
か
ら
白
痴
に
至
る
村
人
で
、
パ
ジ
ェ
ソ
ト
の
出
演
者
及
び
観
客
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
等
の
登
場
人
物
間
の
複
雑
な
心

理
的
陰
影
は
、
こ
の
単
純
な
パ
ジ
ェ
ソ
ト
の
筋
書
の
中
で
却
っ
て
浮
き
彫
り
に
さ
れ
、
ま
た
こ
の
戯
画
的
な
過
去
の
英
国
史
の
裏
付

け
で
、
混
沌
と
し
た
現
代
の
多
様
性
が
対
照
化
さ
れ
て
い
る
。

Ⅳ

単
一
的
に
様
式
化
さ
れ
、
極
度
に
抽
象
的
に
凝
縮
さ
れ
た
『
波
』
と
は
異
質
な
も
の
と
し
て
提
示
さ
れ
る
『
幕
間
』
は
、
当
然
詩

と
劇
を
複
雑
に
綜
合
さ
せ
た
も
の
に
な
る
。
こ
の
題
名
に
つ
い
て
は
、
種
々
の
解
釈
が
下
さ
れ
て
い
る
。
特
に
ジ
ョ
ゥ
ソ
・
ベ
ネ
ッ

ト
が
、
「
主
題
の
三
つ
の
主
様
相
は
、
題
名
か
ら
暗
示
さ
れ
る
。
」
(
l
。
a
n
ロ
e
n
n
e
t
t
‥
三
馬
訂
訂
司
Q
已
ヽ
-
p
・
日
録
)
と
、
三
つ
の
解
釈

を
下
し
て
い
る
の
が
一
般
的
で
あ
ろ
う
。
『
歴
年
』
の
場
合
は
、
題
名
決
定
ま
で
に
五
、
六
度
も
転
々
と
変
っ
た
が
、
『
幕
間
』
の
場

合
は
仮
題
『
ポ
イ
ソ
ツ
・
ホ
ー
ル
』
の
ま
ま
、
最
後
に
『
幕
間
』
に
落
ち
着
い
た
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
点
、
舞
台
が
ボ
イ
ン
ツ
・
ホ

ー
ル
邸
に
固
定
し
た
ま
ま
、
そ
こ
で
催
さ
れ
る
パ
ジ
ェ
ソ
ト
の
幕
間
に
展
開
さ
れ
る
人
間
喜
劇
が
、
第
一
の
解
釈
で
あ
る
。
所
が
本

書
半
ば
に
し
て
、
パ
ジ
ェ
ソ
ト
が
演
じ
ら
れ
て
い
る
二
つ
の
世
界
大
戦
の
幕
間
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
が
、
明
ら
か
に
な
る
。
更
に

本
書
の
結
末
、
「
や
が
て
幕
が
上
が
っ
た
。
二
人
は
口
を
開
い
た
。
」
(
由
監
ミ
宣
旨
へ
ゝ
へ
ぎ
p
・
N
宗
)
で
暗
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
ジ
ァ

イ
ル
ズ
と
ア
イ
ザ
夫
妻
の
間
の
感
情
的
緊
張
状
態
の
幕
間
を
も
扱
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
こ
の
夫
妻
の
愛
憎
感
情
の
共
存
と

い
う
テ
ー
マ
は
、
太
古
の
時
代
か
ら
不
変
の
人
間
性
と
し
て
、
拡
大
投
影
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
何
れ
に
重
点
が
お
か
れ
て
い
る

か
は
、
作
者
が
設
定
し
た
主
人
公
は
誰
か
、
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

『
幕
間
』
は
『
歴
年
』
と
同
じ
よ
う
に
、
先
ず
客
観
描
写
か
ら
始
ま
る
。



「
夏
の
夜
で
あ
っ
た
。
人
々
は
窓
が
虞
に
向
っ
て
開
か
れ
て
い
る
大
き
な
部
星
で
、
下
水
溜
に
つ
い
て
相
談
し
て
い
た
。
州
会
は

村
に
水
を
引
い
て
や
る
と
約
束
し
て
い
た
が
果
さ
な
か
っ
た
の
だ
。
豪
農
の
妻
、
へ
イ
ソ
ズ
夫
人
は
、
幕
の
中
に
、
何
か
が
つ
が
つ

貪
り
た
い
も
の
で
も
見
つ
け
て
、
眼
の
と
び
出
し
た
鷲
鳥
の
よ
う
な
顔
を
し
た
婦
人
だ
が
、
気
ど
っ
て
、
『
こ
ん
な
夜
に
御
相
談
す

る
に
は
何
と
い
う
問
題
で
し
よ
う
!
』
と
、
言
っ
た
。
」
(
、
-
き
p
・
↓
)
更
に
「
烏
が
戸
外
で
く
っ
く
っ
と
鳴
い
た
。
『
ナ
イ
テ
ィ
ソ

ゲ
ー
ル
か
し
ら
?
』
と
、
へ
イ
ソ
ズ
夫
人
が
尋
ね
た
。
い
い
え
、
ナ
イ
テ
ィ
ソ
ゲ
ー
ル
は
こ
ん
な
北
ま
で
来
ま
せ
ん
よ
。
眠
り
な
が

ら
昼
間
食
べ
た
堅
い
も
の
、
軟
い
も
の
、
虫
や
嫡
牛
や
砂
な
ど
の
謹
言
を
く
っ
く
っ
言
っ
て
い
る
昼
間
の
鳥
で
す
よ
。
」
(
蔓
㌣
p
p
・
q

-
豊
実
に
皮
肉
な
喜
劇
的
雰
囲
気
で
始
ま
る
。
眼
の
と
び
出
し
た
鷲
鳥
の
イ
メ
ー
ジ
で
表
現
さ
れ
る
へ
イ
ソ
ズ
夫
人
は
、
次
に
登
場

す
る
オ
リ
グ
ァ
家
の
嫁
ア
イ
ザ
と
の
対
照
で
、
醜
悪
で
間
の
抜
け
た
女
と
し
て
描
か
れ
た
の
で
あ
る
。

病
気
の
子
を
あ
や
し
て
い
た
ア
イ
ザ
は
、
何
も
知
ら
ず
に
、
無
雑
作
な
恰
好
で
部
星
に
現
わ
れ
る
。
「
彼
女
は
す
い
す
い
泳
ぐ
白

鳥
の
よ
う
に
入
っ
て
来
た
。
そ
し
て
急
に
立
ち
止
っ
た
。
人
々
が
お
り
、
灯
が
あ
か
あ
か
点
さ
れ
て
い
る
の
に
気
が
つ
い
て
、
び
っ

く
り
し
た
の
だ
。
」
(
、
㌻
㌣
p
・
∞
)
ア
イ
ザ
は
一
座
の
中
に
豪
農
へ
イ
ン
ズ
を
見
出
し
、
そ
の
方
に
頭
を
傾
け
る
。
今
迄
に
バ
ザ
ー
、

テ
ニ
ス
大
会
で
、
彼
に
出
会
っ
た
こ
と
が
あ
る
だ
け
だ
が
、
彼
の
「
荒
れ
た
顔
に
神
秘
、
寡
黙
に
情
熱
」
を
感
じ
る
。
こ
れ
で
三
度

目
だ
。
バ
ー
ト
老
人
は
こ
の
時
六
十
年
前
、
こ
の
部
屋
で
母
親
か
ら
バ
イ
ロ
ソ
(
B
y
r
O
n
)
の
詩
集
を
貰
っ
た
話
を
始
め
て
、
そ
の

詩
行
を
暗
讃
す
る
。

。
s
h
e
w
a
F
s
i
n
b
e
a
u
t
y
】
i
k
e
t
h
e
n
i
g
h
t
.
-
-

彼
女
は
美
に
包
ま
れ
て
歩
む
、
夜
の
如
。

。
S
O
W
e
己
g
O
n
O
m
O
r
e
a
・
r
O
く
i
n
g
b
y
t
h
e
【
i
g
h
t
O
h
t
h
e
m
0
0
n
㌧
V

も
は
や
月
の
光
に
さ
ま
よ
い
歩
く
ま
じ
。

ウ
ル
フ
の
最
後
の
小
説
自

九
一
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こ
の
甘
美
な
叙
情
詩
の
詩
句
が
、
ア
イ
ザ
の
頭
を
あ
げ
さ
せ
る
。
「
そ
の
言
葉
が
二
つ
の
波
紋
、
完
全
な
波
紋
を
作
り
、
彼
女
自
身

と
へ
イ
ソ
ズ
を
二
羽
の
白
鳥
の
よ
う
に
下
流
に
漂
わ
せ
た
。
し
か
し
彼
の
雪
白
の
胸
は
、
汚
れ
た
ア
オ
ウ
キ
グ
サ
に
も
つ
れ
て
ま
か

れ
た
。
彼
女
も
そ
の
水
掻
き
の
足
が
株
式
仲
買
人
の
夫
に
か
ら
み
つ
か
れ
て
い
た
。
」
(
、
㌻
㌣
p
p
・
¢
-
-
○
)

二
人
の
イ
メ
ー
ジ
が
白
鳥
で
あ
る
の
は
見
事
だ
が
、
へ
イ
ソ
ズ
夫
人
は
、
夫
と
ア
イ
ザ
の
問
に
漂
う
情
緒
に
気
付
き
、
「
蝶
々
の

羽
を
つ
つ
く
ツ
グ
ミ
の
よ
う
に
」
(
、
貫
き
p
.
-
0
)
そ
れ
を
払
い
た
い
と
思
う
。
そ
し
て
ア
イ
ザ
を
鷲
鳥
の
よ
う
な
限
で
じ
ろ
っ
と
睨

め
つ
け
て
、
く
っ
く
っ
と
叫
ぶ
醜
悪
な
イ
メ
ー
ジ
が
付
加
さ
れ
る
。
爾
後
本
書
の
随
所
に
点
綴
さ
れ
る
へ
イ
ソ
ズ
に
抱
く
ア
イ
ザ
の

ほ
の
か
な
慕
情
が
、
こ
の
よ
う
に
冒
頭
か
ら
散
文
喜
劇
と
詩
的
幻
想
の
融
合
の
形
で
呈
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

一
般
に
ウ
ル
フ
の
描
く
人
物
は
、
そ
の
輪
廓
や
色
彩
を
欠
き
幻
影
化
し
て
い
る
と
評
せ
ら
れ
る
が
、
珍
し
く
へ
イ
ソ
ズ
夫
人
の
み

は
発
刺
と
し
た
映
像
を
、
読
者
に
浮
ば
せ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
夫
の
ル
ー
パ
ー
ト
・
へ
イ
ソ
ズ
は
「
灰
色
の
服
の
男
」
と
し
て
度

々
登
場
す
る
が
、
一
度
も
口
を
開
か
ず
、
ア
イ
ザ
の
反
応
意
識
の
中
に
の
み
存
在
す
る
点
、
『
波
』
の
。
バ
ー
シ
ヴ
ァ
ル
(
P
e
r
c
i
く
a
-
)

と
同
様
で
あ
る
。

ま
た
ボ
イ
ン
ツ
・
ホ
ー
ル
邸
周
辺
の
田
園
の
歴
史
が
冒
頭
で
語
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
悠
久
の
歴
史
が
現
代
に
も
つ
意
義
と

価
値
が
、
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
「
肘
掛
椅
子
に
か
け
た
老
人
1
退
役
印
度
文
官
の
オ
リ
グ
ァ
氏
-
は
下
水
沼
に
選
ん
だ
場
所
は
、

開
い
た
話
に
間
違
い
な
け
れ
ば
、
羅
馬
道
に
か
か
っ
て
い
る
と
言
っ
た
。
飛
行
機
か
ら
見
る
と
、
今
で
も
プ
リ
ト
ソ
人
や
羅
馬
人
や
、

ま
た
エ
リ
ザ
ベ
ス
朝
の
荘
園
領
主
邸
や
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
の
時
、
丘
の
上
ま
で
暖
を
作
っ
て
小
麦
を
蒔
い
た
鋤
の
跡
が
、
明
瞭
に

見
ら
れ
る
と
言
っ
た
。
」
(
、
芝
r
p
,
豊



Ⅴ

以
上
で
プ
ロ
ロ
ー
グ
が
終
り
、
ポ
イ
ソ
ツ
・
ホ
ー
ル
邸
は
次
の
日
の
夏
の
早
朝
の
光
に
輝
く
。
白
っ
ぽ
い
壁
に
灰
色
の
屋
根
の
、

素
朴
な
中
型
の
邸
だ
。
田
園
で
は
一
世
紀
な
ど
は
、
ほ
ん
の
一
瞬
に
過
ぎ
ぬ
。
一
八
三
三
年
の
フ
ィ
ギ
ス
(
F
i
g
g
i
s
)
の
案
内
書
が
、

一
九
三
九
年
に
通
用
す
る
位
だ
。

「
早
朝
で
あ
っ
た
。
露
が
草
に
お
い
て
い
た
。
教
会
の
時
計
が
八
回
鳴
っ
た
。
ス
ウ
ィ
ジ
ン
夫
人
は
寝
室
の
カ
ー
テ
ソ
を
あ
け

た
。
」
(
、
㌻
㌣
p
・
】
N
)
彼
女
は
バ
ー
ト
の
三
歳
年
下
の
妹
だ
。
夏
中
滞
在
し
て
、
冬
に
な
れ
ば
、
南
へ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
ズ
(
ユ
a
s
t
i
扁
S
)

に
移
動
す
る
。
今
は
夏
で
、
小
鳥
の
鳴
り
で
目
を
醒
ま
し
た
の
だ
。
「
耳
を
懐
け
よ
う
と
し
て
、
彼
女
は
愛
読
書
『
歴
史
概
説
』
に

手
を
伸
ば
し
て
い
た
。
そ
し
て
三
時
か
ら
五
時
ま
で
、
ピ
カ
デ
リ
(
彗
i
c
c
a
d
i
l
l
y
)
に
あ
っ
た
石
橋
の
森
の
こ
と
を
考
え
て
過
し
た
の

だ
。
そ
の
時
代
に
は
、
全
大
陸
が
現
代
と
は
違
っ
て
海
峡
に
よ
っ
て
分
た
れ
ず
、
一
つ
だ
っ
た
の
だ
。
胴
は
象
で
、
首
は
海
豹
、
喘

ぎ
波
打
ち
、
緩
や
か
に
身
を
く
ね
ら
せ
、
怒
号
す
る
怪
物
共
が
住
ん
で
い
た
の
だ
。
禽
龍
、
マ
ソ
モ
ス
、
マ
ス
ト
ド
ソ
。
多
分
そ
う

い
う
も
の
か
ら
、
窓
を
ぐ
っ
と
押
し
あ
け
て
、
我
々
は
派
生
し
て
来
た
の
だ
、
と
考
え
た
。
」
(
、
芝
㌣
p
.
-
∽
)
し
か
し
女
中
が
朝
の

お
茶
を
持
っ
て
入
っ
て
来
た
の
で
、
彼
女
の
幻
想
は
中
断
さ
れ
る
。
「
お
盆
に
青
い
陶
器
を
の
せ
て
運
ん
で
来
た
グ
レ
イ
ス
(
G
r
a
c
e
)

自
身
が
、
扉
を
開
い
た
瞬
間
、
太
古
の
森
の
緑
け
ぶ
る
下
草
の
中
に
生
え
て
い
る
木
を
そ
っ
く
り
平
げ
よ
う
と
し
て
い
た
皮
に
つ
つ

ま
れ
、
ぶ
う
ぶ
う
言
っ
て
い
る
怪
物
か
ら
引
き
離
し
て
考
え
る
の
に
、
実
贋
の
時
間
(
a
c
t
u
a
-
t
i
m
e
)
で
五
秒
、
心
の
時
間
(
m
i
n
d

t
i
m
e
)
で
は
、
そ
れ
よ
り
も
っ
と
長
い
時
を
要
し
た
。
」
(
旨
疑
-
勺
p
・
】
∽
-
-
吉

ス
ウ
ィ
ジ
ソ
夫
人
の
幻
想
の
心
は
、
有
史
前
の
過
去
と
、
来
世
の
神
の
国
と
の
間
に
た
ゆ
た
う
が
、
現
在
の
事
象
に
焦
点
が
合
わ

な
い
。
こ
の
点
、
兄
の
バ
ー
ト
と
は
著
し
い
対
照
を
な
し
て
い
る
。
バ
ー
ト
は
常
識
的
合
理
主
義
者
で
、
典
型
的
な
英
国
人
で
あ

ウ
ル
フ
の
最
後
の
小
説
口
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四

る
。
日
曜
日
の
朝
、
ス
ウ
ィ
ジ
ン
夫
人
は
教
会
に
行
く
が
、
バ
ー
ト
は
行
か
ず
、
庭
を
散
歩
す
る
。
彼
は
新
聞
を
円
錐
形
に
た
た
み
、

自
分
の
鼻
に
か
ぶ
せ
、
孫
の
ジ
ョ
ー
ジ
(
G
e
。
蒜
e
)
を
あ
や
そ
う
と
し
て
、
却
っ
て
怖
が
ら
せ
て
し
ま
う
。
こ
れ
は
『
灯
台
へ
』
で

ラ
ム
ジ
ィ
氏
(
R
a
m
s
a
y
)
が
科
学
的
な
根
拠
か
ら
、
明
日
は
雨
で
灯
台
へ
は
行
け
な
い
、
と
言
っ
て
息
子
の
ジ
ェ
ー
ム
ズ
(
l
a
m
e
∽
)

を
檜
然
と
さ
せ
る
場
面
を
想
起
さ
せ
る
。
ラ
ム
ジ
ィ
氏
の
「
こ
の
よ
う
な
他
人
の
感
情
に
は
お
構
い
な
し
の
真
理
の
追
求
」
(
↓
も
、
訂

ト
を
≡
雲
拳
p
・
帥
告
は
、
ラ
ム
ジ
ィ
夫
人
を
呆
然
自
失
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
理
性
一
点
張
り
の
バ
ー
ト
は
当
然
ル
ー
シ
ィ
の
直
覚
的

信
仰
心
と
対
立
す
る
。

バ
ー
ト
と
ア
イ
ザ
が
図
書
室
に
い
る
と
、
納
星
で
プ
ラ
カ
ー
ド
を
打
ち
つ
け
て
い
た
ル
ー
シ
ィ
が
、
金
槌
を
返
し
に
こ
っ
そ
り
入

っ
て
来
る
。
「
。
ハ
ジ
ュ
ン
ト
の
た
め
。
」
「
今
日
だ
っ
て
?
し
ま
っ
た
、
忘
れ
て
い
た
。
」
「
も
し
お
天
気
な
ら
し
ス
ウ
ィ
ジ
ソ
夫
人

は
続
け
た
。
「
皆
は
テ
ラ
ス
で
演
る
で
し
ょ
う
が
。
」
「
だ
が
雨
に
な
っ
た
ら
」
バ
ー
ソ
?
、
、
ユ
ー
は
続
け
た
。
「
納
豆
に
な
る
だ
ろ

う
。
」
「
ど
ち
ら
に
な
る
で
し
ょ
う
か
?
」
夫
人
は
続
け
た
。
「
雨
か
、
お
天
気
か
。
」
「
天
気
予
報
で
は
」
と
オ
リ
グ
ァ
氏
は
頁
を
繰

っ
て
い
た
が
、
や
っ
と
見
付
け
て
言
っ
た
。
「
風
向
き
変
り
が
ち
、
快
い
平
均
気
温
、
時
々
雨
。
」
「
ど
う
も
お
天
気
が
定
ま
り
ま
せ

ん
ね
。
雨
に
な
ら
な
け
れ
ば
い
い
ん
で
す
が
。
そ
う
祈
る
だ
け
で
す
ね
。
」
と
夫
人
は
付
け
加
え
て
、
胸
の
十
字
架
を
ま
さ
ぐ
っ
た
。

「
そ
し
て
傘
の
用
意
を
す
る
こ
と
だ
。
」
と
兄
は
言
っ
た
。
ル
ー
シ
ィ
は
真
赤
に
な
る
。
彼
の
言
葉
は
彼
女
の
信
仰
を
打
っ
た
の
だ
。

彼
女
が
「
祈
る
」
と
言
っ
た
ら
、
彼
は
「
傘
」
と
付
け
足
し
た
の
だ
。
彼
女
は
十
字
架
を
指
で
半
ば
隠
し
た
。
(
、
思
㌣
p
p
.
皆
-

巴
)以

上
の
よ
う
に
、
ス
ウ
ィ
ジ
ソ
夫
人
の
想
い
、
感
情
、
言
葉
、
並
び
に
そ
れ
ら
が
他
人
に
ひ
き
起
す
印
象
は
、
直
接
描
写
と
客
観

描
写
と
を
巧
み
に
織
り
ま
ぜ
て
い
る
手
法
で
あ
る
点
、
注
目
に
価
す
る
。
『
灯
台
へ
』
の
第
一
部
の
最
後
に
お
い
て
、
ラ
ム
ジ
ィ
夫

妻
は
瞬
間
的
に
意
識
の
交
流
を
遂
げ
る
が
、
次
の
瞬
間
は
か
な
く
消
滅
す
る
。
ラ
ム
ジ
ィ
夫
妻
の
よ
う
に
性
格
の
対
掟
的
な
老
兄
妹



は
、
二
人
で
よ
り
全
一
な
人
間
像
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
「
彼
は
理
性
の
炬
火
を
洞
穴
の
間
に
消
え
る
ま
で
運
ぶ
だ
ろ

う
。
彼
女
自
身
は
、
毎
朝
脆
い
て
、
ヴ
ィ
ジ
ョ
ソ
を
守
っ
た
。
」
(
、
㌻
㌣
p
・
淫
0
)
の
で
あ
る
。

Ⅵ

次
の
一
組
は
、
ジ
ァ
イ
ル
ズ
と
ア
イ
ザ
夫
妻
で
あ
る
。
昨
夜
白
鳥
の
イ
メ
ー
ジ
で
導
入
さ
れ
た
ア
イ
ザ
は
、
早
朝
の
寝
室
で
姿
見

に
向
っ
て
、
へ
イ
ン
ズ
へ
の
想
い
を
反
叙
し
て
い
る
。
彼
の
姿
、
彼
の
言
葉
が
、
彼
女
の
心
に
振
動
を
起
し
、
更
に
そ
れ
が
ク
ロ
イ

ド
ソ
空
港
で
骨
て
見
た
飛
行
幾
の
爆
音
を
連
想
さ
せ
、
詩
が
自
然
に
ロ
か
ら
洩
れ
る
。

.

.
W
h
e
r
e
w
e
粁
n
O
W
n
O
t
-
W
h
e
r
e
w
e
g
O
n
O
t
-
n
e
i
t
h
e
r
k
n
O
W
ロ
O
r
C
a
r
e
㍉
言
h
e
h
u
m
m
e
d
.
。
F
-
y
i
n
g
I

r
u
s
h
i
n
g
t
h
r
O
u
g
h
t
h
e
a
m
b
i
e
n
t
こ
n
c
a
n
d
e
s
c
e
阜
s
u
m
m
e
r
s
i
訂
n
t
:
.
-
、

T
h
e
r
h
y
m
e
w
a
s
.
-
a
i
r
.
。
(
、
㌻
㌣
p
・
N
-
)

「
『
い
ず
こ
と
も
ひ
と
知
ら
ぬ
所
、
ひ
と
訪
わ
ぬ
所
、
ひ
と
知
ら
ず
は
た
心
に
と
め
ぬ
彼
方
へ
と
』
と
彼
女
は
眩
ん
だ
。
『
取
り

巻
き
、
光
り
輝
く
、
夏
の
音
な
し
の
(
大
気
)
の
中
を
、
飛
び
、
突
き
進
む
。
』

韻
は
『
大
気
』
だ
っ
た
」

こ
れ
は
バ
イ
ロ
ン
の
詩
か
ら
、
彼
女
の
心
に
「
二
つ
の
波
紋
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
ば
っ
と
開
い
た
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
彼
女

の
呟
き
は
直
ち
に
詩
に
移
行
す
る
。
ウ
ォ
レ
ソ
・
ペ
ッ
ク
(
W
a
r
r
e
n
B
e
c
打
)
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
失
わ
れ
た
世
代
軋
特
徴
は
、

「
漠
然
と
し
た
満
た
さ
れ
ぬ
欲
望
、
夢
の
よ
う
な
無
力
感
、
病
的
な
死
の
際
望
」
(
W
a
r
r
e
n
B
e
c
k
H
童
O
r
く
i
r
g
i
n
i
a
W
0
0
H
f
㍉
i
n

き
ヽ
さ
も
ヽ
き
計
ヽ
凄
さ
註
眉
p
・
捜
石
)
で
あ
る
が
、
ア
イ
ザ
の
叙
情
性
も
不
毛
な
も
の
に
な
る
。
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ア
レ
ン
(
W
a
-
t
e
r

A
-
-
e
n
)
は
、
「
彼
女
(
ウ
ル
フ
)
が
最
も
意
識
的
に
詩
人
で
あ
る
時
に
、
弱
点
が
一
番
露
呈
さ
れ
る
。
」
(
W
巴
t
e
r
A
-
-
e
n
‥
3
軸
曽
g
・

ウ
ル
フ
の
最
後
の
小
説
自



ウ

ル

フ

の

最

後

の

小

説

口

九

六

～
訂
-
考
篭
畏
p
.
試
○
)
と
評
し
て
い
る
が
、
ア
イ
ザ
が
随
所
で
呟
く
詩
は
、
拙
劣
で
あ
る
方
が
却
っ
て
、
彼
女
の
錯
乱
し
た
叙
情
性

を
意
蔑
づ
け
る
の
に
効
果
的
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
、
ウ
ル
フ
の
詩
と
詩
的
散
文
を
峻
別
す
る
必
要
が
あ
る
。
ウ
ル
フ
が
「
エ
リ
ザ
ベ
ス
朝
演
劇
覚
え
書
」
(
.
.
N
O
t
e
S
O
n
a
n

的
【
i
N
a
b
e
l
h
a
n
P
-
P
y
J
の
中
で
、
「
劇
は
詩
で
あ
り
、
小
説
は
散
文
で
あ
る
」
と
し
て
、
両
者
の
主
要
な
差
異
を
あ
げ
て
い
る
。
(
リ
訂

C
昌
幸
冨
和
寒
賢
J
き
蔓
こ
官
許
-
勺
・
扇
)
そ
し
て
、
特
に
劇
で
は
「
感
情
が
集
中
し
、
一
般
化
さ
れ
、
高
ま
っ
て
行
く
。
何
と
い

う
強
烈
な
瞬
間
、
驚
倒
す
べ
き
美
し
い
詩
句
を
、
劇
は
放
射
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
」
と
、
劇
詩
に
憧
憬
の
念
を
捧
げ
て
い
る
。
更
に

「
芸
術
の
狭
い
橋
」
(
.
J
ノ
h
e
N
彗
r
O
W
B
r
i
d
g
e
。
鴫
A
r
t
.
㍉
-
u
N
↓
)
の
中
で
、
新
時
代
の
散
文
の
相
を
考
察
し
て
い
る
。
「
そ
れ
は
散

文
で
書
か
れ
る
が
、
詩
の
特
質
を
多
く
含
む
散
文
に
な
ろ
う
。
そ
れ
は
詩
の
歓
喜
の
あ
る
も
の
を
含
む
が
、
更
に
散
文
の
一
般
性
を

多
く
含
む
も
の
と
な
ろ
う
。
そ
れ
は
劇
的
で
あ
る
が
、
演
劇
で
は
な
か
ろ
う
。
読
ま
れ
る
も
の
で
、
上
演
さ
れ
な
い
も
の
に
な
ろ

う
。
」
(
G
g
鼓
紆
b
さ
∵
聾
賢
冬
雲
-
p
・
-
豊
そ
し
て
、
ト
リ
ス
ト
ラ
ム
・
シ
ャ
ソ
デ
ィ
(
コ
泳
ぎ
も
3
監
旨
さ
)
で
は
、
詩
が
な
だ
ら
か

に
自
然
に
散
文
に
代
り
、
散
文
が
詩
に
代
っ
て
い
る
、
と
称
揚
し
て
い
る
。
ま
た
「
小
説
の
諸
相
」
(
.
.
P
h
琵
e
S
O
鴫
F
i
c
告
n
㍉
石
塔
)

の
中
で
、
「
詩
人
派
」
の
作
家
に
は
豊
か
な
詩
情
が
あ
り
、
「
小
説
の
他
の
特
性
と
相
剋
せ
ず
」
(
C
ヽ
も
蚤
も
宝
叫
串
軋
乱
雲
-
p
L
当
)

渾
然
融
合
の
極
致
を
見
せ
て
い
る
、
と
述
べ
て
い
る
。
従
っ
て
ウ
ル
フ
の
目
指
し
た
の
は
、
あ
く
ま
で
詩
情
を
湛
え
た
詩
的
散
文

に
、
劇
的
な
も
の
の
合
一
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
ウ
ル
フ
は
、
「
女
性
と
小
説
」
(
。
W
。
m
昌
a
n
d
F
i
c
t
i
O
n
㍉
】
藩
)
の
中
で
、
女

性
の
小
説
で
一
番
の
弱
点
は
詩
趣
に
あ
り
、
と
指
摘
し
、
そ
れ
は
女
性
は
、
余
り
に
人
生
の
細
部
に
執
着
す
る
か
ら
で
、
女
性
の
生

活
の
非
個
性
化
が
強
ま
れ
ば
、
詩
的
精
神
が
助
長
さ
れ
よ
う
、
と
断
じ
て
い
る
。
(
G
ヽ
蟄
鼠
訂
▲
=
乱
し
野
獣
更
訂
き
p
,
巴
)

顧
れ
ば
、
こ
れ
は
ウ
ル
フ
が
伝
統
的
小
説
に
訣
別
し
て
、
新
技
法
に
向
っ
た
宣
言
書
「
現
代
小
説
論
」
(
£
M
。
d
e
r
n
F
i
c
t
i
O
n
-
㍉

蔓
や
)
で
、
人
生
は
「
光
輝
を
放
つ
曇
輪
」
で
あ
り
、
意
識
の
始
め
か
ら
終
り
ま
で
、
我
々
を
包
ん
で
い
る
「
半
透
明
な
外
被
」
で
、



こ
の
未
知
の
束
縛
さ
れ
て
い
な
い
魂
を
、
出
来
る
限
り
異
質
な
、
外
的
な
も
の
を
混
え
ず
に
、
伝
達
す
る
の
が
、
小
説
家
の
任
務
で

は
な
か
ろ
う
か
、
(
↓
雷
C
葺
き
ま
h
ざ
乳
等
-
句
㌢
乳
的
守
.
夢
p
.
-
雷
)
と
喝
破
し
た
時
か
ら
の
、
当
然
の
成
り
行
き
で
あ
っ
た
の
で

あ
る
。

Ⅶ

昼
食
時
の
オ
リ
グ
ァ
家
に
、
も
う
一
組
抱
か
れ
ざ
る
客
が
と
び
こ
む
。
陽
気
で
野
卑
な
「
野
性
の
子
」
(
P
W
i
-
d
c
h
i
-
d
。
㌻
a
t
u
r
e
)

マ
ン
リ
ー
ザ
夫
人
が
、
知
人
の
青
年
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ド
ヅ
ジ
を
伴
っ
て
来
た
の
だ
。
こ
の
二
人
に
つ
い
て
、
A
・
D
・
ム
ー
デ
ィ
は
、

主
役
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
触
媒
で
あ
る
。
彼
等
の
職
能
は
他
の
四
人
を
引
き
出
す
に
あ
り
、
特
に
、
ジ
ァ
イ
ル
ズ
と
ア
イ
ザ
の
性

格
を
解
き
ほ
ぐ
し
、
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
に
あ
り
、
と
言
っ
て
い
る
。
(
A
・
D
・
M
O
O
d
y
‥
3
1
g
鼓
も
司
も
Q
S
p
・
霊
)

事
実
、
や
が
て
ジ
ァ
イ
ル
ズ
が
食
堂
に
姿
を
現
わ
す
と
、
早
速
感
情
的
反
応
が
始
ま
る
。
彼
は
容
姿
の
整
っ
た
、
四
十
五
歳
の
男

盛
り
で
あ
る
。
「
彼
は
マ
ン
リ
ー
ザ
夫
人
の
崇
め
る
タ
イ
プ
そ
の
も
の
だ
っ
た
。
」
(
由
已
掌
馬
や
3
旨
も
ゝ
C
昇
一
・
豊
彼
女
は
彼
と
一
度
、

ク
リ
ケ
ッ
ト
試
合
で
会
っ
た
だ
け
だ
が
、
そ
れ
以
来
、
二
人
の
間
に
は
真
の
友
情
が
芽
は
え
る
以
前
の
何
か
は
っ
き
り
捕
え
ら
れ
ぬ

糸
が
か
け
ら
れ
て
い
た
。
「
嫉
妬
、
怒
り
の
感
情
」
が
ア
イ
ザ
の
表
皮
を
貫
い
た
。
(
ヽ
㌻
㌣
p
・
3
)

ジ
ァ
イ
ル
ズ
は
妻
を
深
く
愛
し
て
い
る
。
し
か
し
因
襲
と
抑
制
が
そ
の
表
現
を
妨
げ
る
の
で
あ
る
。
ア
イ
ザ
は
夫
の
不
実
を
か
す

か
に
疑
い
、
そ
の
欲
求
不
滴
が
素
農
に
浪
漫
的
な
恋
を
そ
そ
る
。
し
か
し
、
ひ
そ
や
か
な
熱
情
は
、
身
内
を
消
尽
さ
せ
ね
ば
や
ま

ず
、
夢
想
の
無
力
感
は
病
的
な
詩
作
に
連
な
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
ア
イ
ザ
は
一
時
的
に
ド
ヅ
ジ
に
も
心
惹
か
れ
る
。
彼
は
美
の
讃

美
者
で
、
彼
女
と
精
神
的
に
類
似
し
た
も
の
を
持
っ
て
い
る
。
彼
は
お
ど
お
ど
し
て
、
あ
の
絵
が
好
き
で
す
、
と
し
か
ロ
が
き
け

ぬ
。
何
を
怖
れ
て
い
る
の
か
と
、
ア
イ
ザ
は
不
審
に
思
う
が
、
自
分
も
夫
を
怖
れ
て
、
家
計
簿
の
装
丁
の
本
に
詩
を
書
い
て
い
る
で

ウ
ル
フ
の
最
後
の
小
説
0



ウ
ル
フ
の
最
後
の
小
説
臼

は
な
い
か
。

ジ
ァ
イ
ル
ズ
は
、
「
選
択
を
許
さ
れ
て
い
た
ら
、
農
場
経
営
を
択
ん
で
い
た
で
あ
ろ
う
。
」
(
蔓
P
p
・
帥
①
)
が
、
大
学
を
出
て
、
ロ

ン
ド
ン
で
株
式
仲
買
人
を
し
て
い
る
。
何
時
も
週
末
に
帰
っ
て
来
る
。
食
堂
で
の
ん
び
り
景
色
を
賃
で
て
い
る
人
々
に
、
や
が
て
ジ

ア
イ
ル
ズ
は
焦
燥
の
怒
り
を
覚
え
る
。
現
在
、
全
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
、
海
の
向
う
で
は
、
逆
立
っ
て
い
る
。
大
砲
が
林
立
し
、
飛
行
機

が
空
を
舞
っ
て
い
る
。
何
時
発
火
し
て
、
国
土
が
阿
修
羅
場
に
な
ら
ぬ
と
も
限
ら
ぬ
の
に
。
『
歴
年
』
で
も
こ
の
大
陸
か
ら
の
戦
争

の
脅
威
の
接
近
が
底
流
に
感
じ
と
ら
れ
た
が
、
一
九
三
九
年
夏
と
い
う
時
点
で
は
、
愈
々
爆
発
点
に
迫
っ
た
危
機
感
を
、
ジ
ァ
イ
ル

ズ
が
一
身
に
担
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

Ⅶ

や
が
て
、
ラ
・
ト
ロ
ー
ブ
嬢
が
紹
介
さ
れ
る
が
、
身
許
が
殆
ど
不
明
で
あ
る
。
チ
ャ
ネ
ル
諸
島
出
身
で
、
ロ
シ
ア
人
の
血
を
ひ
く

ら
し
い
こ
と
、
喫
茶
店
経
営
に
失
敗
、
女
優
だ
っ
た
こ
と
も
あ
る
ら
し
い
。
バ
ー
ト
が
言
う
「
我
々
の
役
割
は
観
客
に
な
る
こ
と
。

そ
れ
も
重
要
な
役
割
だ
。
」
(
蔓
芦
も
・
㌶
)
し
か
し
、
パ
ジ
ェ
ソ
ト
は
仲
々
始
ま
ら
ず
、
観
客
は
退
屈
を
覚
え
る
。
ス
ウ
ィ
ソ
ジ
ン
夫

人
は
ド
ッ
ジ
を
誘
っ
て
、
邸
内
を
案
内
す
る
。
そ
れ
が
終
っ
た
時
、
彼
は
彼
女
の
前
に
脆
い
て
、
そ
の
手
に
接
吻
し
て
、
次
の
よ
う

に
告
白
し
た
い
と
思
っ
た
。
学
校
で
汚
水
の
バ
ケ
ツ
で
押
え
つ
け
ら
れ
、
見
上
げ
る
と
世
界
は
汚
れ
て
見
え
た
。
結
婚
し
た
が
、
生

れ
た
子
は
実
の
子
で
は
な
か
っ
た
。
自
分
は
一
人
前
の
男
で
は
な
い
。
あ
な
た
は
私
の
心
を
癒
し
て
下
さ
っ
た
と
。
(
、
㌻
㌣
p
.
害
)

夫
人
の
信
仰
心
と
、
包
容
力
の
大
き
さ
が
、
そ
の
よ
う
な
告
白
の
衝
動
を
喚
起
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

ピ
ソ
ク
色
の
薔
薇
の
菅
の
よ
う
な
少
女
が
、
舞
台
に
進
み
出
て
、
愈
々
パ
ジ
ェ
ソ
ト
が
始
ま
る
。
英
国
の
黎
明
を
象
徴
す
る
プ
ロ

ロ
ー
グ
で
あ
る
。
こ
の
パ
ジ
ェ
ソ
ト
は
、
更
に
チ
ョ
ー
サ
ー
の
時
代
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
時
代
、
理
性
の
時
代
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
、
現



代
と
、
場
面
が
展
開
し
、
劇
中
劇
を
間
に
も
つ
も
の
で
あ
る
。
パ
ジ
ェ
ソ
ト
の
途
中
随
所
に
観
客
の
批
評
と
世
間
話
が
挟
ま
れ
る
。

そ
し
て
観
客
の
心
に
ひ
き
起
さ
れ
る
印
象
と
感
情
が
、
ま
た
読
者
に
直
接
的
効
果
以
外
の
情
景
を
与
え
る
の
に
役
立
つ
。
エ
リ
ザ
ベ

ス
女
王
の
時
代
、
道
化
芝
居
じ
み
て
、
筋
書
が
混
乱
し
て
さ
っ
ぱ
り
分
ら
ぬ
。
ア
イ
ザ
は
、
筋
書
な
ん
か
ど
う
な
る
も
の
か
、
と
身

動
き
し
て
右
肩
越
し
に
見
や
る
。
灰
色
の
服
の
男
、
例
の
豪
農
だ
。
筋
書
は
情
緒
を
生
む
た
め
の
も
の
。
二
つ
の
情
緒
し
か
な
い
。

愛
と
憎
だ
。
筋
書
を
判
じ
る
必
要
な
し
、
と
考
え
る
。
(
、
巴
P
p
・
-
竜
)
こ
の
ア
イ
ザ
の
感
懐
は
ウ
ル
フ
そ
の
も
の
で
も
あ
る
。

こ
こ
で
幕
間
に
な
る
。
「
創
造
的
要
素
、
幻
想
的
な
要
素
」
が
、
ウ
ル
フ
の
複
雑
な
性
格
で
最
も
力
強
い
要
素
で
あ
る
が
、
こ
の

要
素
は
ま
た
ラ
・
ト
ロ
ー
ブ
嬢
の
特
徴
で
も
あ
る
、
と
ペ
ッ
ク
は
述
べ
て
い
る
。
(
さ
き
己
や
予
買
邑
ミ
ニ
ざ
法
溺
p
・
相
思
)
し
か
し
、

ラ
・
ト
ロ
ー
プ
嬢
は
、
自
己
満
足
的
な
人
間
で
も
、
諦
観
的
な
人
間
で
も
な
い
。
劇
を
こ
こ
で
中
断
す
る
の
に
同
意
し
た
こ
と
、
ヴ

ィ
ジ
ョ
ン
を
理
解
し
て
貰
え
な
か
っ
た
こ
と
で
、
怒
っ
て
地
だ
ん
だ
踏
む
。

幕
間
が
す
ん
で
「
理
性
の
時
代
」
に
入
る
。
滑
穫
な
劇
中
劇
が
挟
ま
り
、
ま
た
休
憩
に
な
る
。
ス
ウ
ィ
ジ
ソ
夫
人
か
ら
「
お
め
で

と
う
!
」
と
祝
福
さ
れ
て
、
ラ
・
ト
ロ
ー
ブ
嬢
は
挫
折
感
か
ら
立
ち
直
る
。
次
は
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
で
あ
る
。
バ
ヅ
ジ
(
B
u
d
g
e
)

が
警
棒
を
持
っ
て
登
場
す
る
。
ハ
イ
ド
・
パ
ー
ク
・
コ
ー
ナ
ァ
で
交
通
整
理
す
る
警
官
の
服
装
で
あ
る
。
彼
は
「
女
王
陛
下
の
交
通

を
指
揮
」
(
ヽ
芝
チ
p
・
-
遷
す
る
が
、
こ
れ
は
七
つ
の
海
に
目
没
す
る
こ
と
な
き
大
英
帝
国
の
象
徴
で
あ
る
。
「
我
等
の
合
い
言
葉

は
、
純
潔
、
繁
栄
及
び
体
面
」
(
蔓
㌣
p
・
-
害
)
と
い
う
台
詞
は
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
の
表
面
的
な
繁
栄
と
、
そ
の
偽
善
的
な
裏
面

を
暴
露
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
観
客
に
は
ぴ
ん
と
来
な
い
よ
う
で
あ
る
。

最
後
に
現
代
に
な
る
が
、
長
時
間
待
た
さ
れ
て
、
皆
は
い
ら
い
ら
し
て
不
愉
快
に
な
る
。
大
粒
の
雨
が
降
っ
て
来
る
。
一
斉
に
パ

ラ
ソ
ル
が
開
か
れ
る
。
や
が
て
や
む
。
新
開
通
信
員
は
こ
の
間
を
利
用
し
、
鉛
筆
を
な
め
な
め
記
事
を
書
く
。
「
非
常
に
乏
し
い
道

具
立
を
自
由
に
駆
使
し
て
、
ラ
・
ト
ロ
ー
プ
嬢
は
観
客
に
、
荒
廃
し
た
文
明
、
人
間
の
努
力
に
よ
る
再
建
を
伝
達
し
た
。
恐
ら
く

ウ
ル
フ
の
最
後
の
小
説
⇔
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1
連
盟
を
表
わ
す
の
で
あ
ろ
う
。
」
(
、
ミ
・
;
・
巴
)
突
如
茂
み
の
中
か
ら
出
演
者
達
が
手
に
手
に
鏡
を
も
っ
て
現
わ
れ
、
観
客
に

つ
き
つ
け
る
。
「
時
計
の
針
が
現
在
で
止
っ
て
い
る
。
今
だ
。
我
々
自
身
だ
。
」
(
、
ミ
・
;
・
N
I
の
)
あ
り
の
ま
ま
の
我
々
が
、
鏡
の
中
に

見
せ
つ
け
ら
れ
る
。
皆
は
顔
を
そ
む
け
る
、
化
粧
直
し
に
利
用
す
る
無
神
経
な
マ
ソ
リ
ー
ザ
夫
人
以
外
は
。
メ
ガ
ホ
ソ
の
声
が
ひ
び

き
渡
る
。
「
紳
士
淑
女
の
皆
さ
ん
、
我
々
自
身
を
見
よ
う
。
そ
れ
か
ら
こ
の
壁
を
。
我
々
が
恐
ら
く
誤
っ
て
文
明
と
呼
ん
で
い
る
こ

の
壁
が
、
こ
の
偉
大
な
壁
が
、
我
々
自
身
の
よ
う
な
屑
、
小
片
、
断
片
に
よ
っ
て
い
か
に
し
て
建
て
ら
れ
る
と
い
う
の
か
、
そ
れ
を

考
え
よ
う
で
は
な
い
か
。
」
(
ヽ
宗
㌣
p
・
日
豊
蓄
音
器
の
音
楽
と
共
に
観
客
の
心
は
一
瞬
渾
然
一
体
と
な
る
。
し
か
し
、
次
の
瞬
間
に

は
も
ろ
く
も
空
虚
に
か
え
る
の
で
あ
る
。
村
の
牧
師
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
師
(
R
e
く
・
G
・
W
・
S
t
=
a
誌
e
-
d
)
は
挨
拶
に
立
ち
、

こ
の
パ
ジ
ェ
ソ
ト
の
趣
旨
を
自
ら
問
う
た
が
当
惑
に
終
っ
た
と
述
べ
、
「
少
く
と
も
私
に
と
っ
て
は
、
我
々
が
全
体
の
一
部
で
あ
る

こ
と
が
判
明
致
し
ま
し
た
。
…
…
我
々
は
別
々
の
役
割
を
演
じ
て
は
い
ま
す
が
、
本
性
は
全
く
同
じ
な
の
で
あ
り
ま
す
。
」
(
旨
試
-

p
・
N
思
)
と
延
々
と
続
け
る
。
十
二
台
の
飛
行
機
が
編
隊
で
頭
上
を
通
過
し
、
そ
の
爆
音
に
中
断
さ
れ
る
が
、
危
機
の
一
九
三
九
年
夏

の
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
る
。
教
会
の
電
気
照
明
設
備
の
基
金
募
集
の
箱
が
回
さ
れ
、
や
が
て
観
客
は
立
ち
去
る
が
、
出
演
者
達
は
暫

し
立
ち
去
り
か
ね
る
。

Ⅸ

一
人
後
に
残
っ
た
ラ
・
ト
ロ
ー
.
フ
嬢
は
、
「
失
敗
だ
。
」
と
坤
く
。
彼
女
が
蔭
に
隠
れ
て
い
た
木
を
、
椋
鳥
の
集
団
が
襲
う
。
木
全

体
が
唸
り
を
生
じ
る
。
「
木
は
狂
想
曲
と
な
り
、
震
え
る
不
協
和
音
と
な
り
、
風
を
切
っ
て
振
動
す
る
歓
喜
と
な
っ
た
。
」
(
、
㌻
㌣

p
・
N
命
)
暗
く
な
っ
た
。
彼
女
は
新
し
い
作
品
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ソ
を
得
る
。
「
彼
等
を
集
め
よ
う
」
と
彼
女
は
呟
い
た
。
「
こ
の
場
所
に
」

時
は
真
夜
中
に
し
よ
う
。
二
人
の
人
物
が
岩
に
半
ば
隠
れ
て
い
る
こ
と
に
し
よ
う
。
幕
が
上
る
。
最
初
の
言
葉
は
ど
う
し
よ
う
か
。



荷
物
を
一
寸
家
に
お
い
て
、
村
の
酒
場
の
戸
を
あ
け
る
。
ビ
ー
ル
の
匂
い
が
鼻
を
つ
く
。
話
し
声
が
途
端
に
や
ん
だ
。
グ
ラ
ス
を
あ

け
る
。
と
、
ま
た
ヴ
ィ
ジ
ョ
ソ
が
更
に
明
ら
か
に
現
わ
れ
る
。
「
真
夜
中
、
高
地
が
あ
っ
た
。
そ
こ
に
岩
が
あ
っ
た
。
殆
ど
認
め
難

い
二
人
の
人
影
が
。
突
如
椋
鳥
が
木
を
襲
っ
た
。
(
様
を
思
い
出
す
。
)
グ
ラ
ス
を
下
に
お
い
た
。
彼
女
は
最
初
の
言
葉
を
聞
い
た
。
」

(
、
芝
札
.
-
p
.
貯
騒
)

ボ
イ
ン
ツ
・
ホ
ー
ル
邸
で
ほ
、
客
は
立
ち
去
り
、
家
族
の
み
が
残
さ
れ
た
。
皆
は
劇
を
見
た
が
、
勿
論
各
自
別
々
の
も
の
を
見
た

の
で
あ
る
。
正
装
し
た
ジ
ァ
イ
ル
ズ
を
見
て
、
ア
イ
ザ
は
冷
や
か
に
「
私
の
子
供
達
の
父
親
、
私
の
愛
し
憎
む
人
」
と
思
う
。
愛
と

楢
の
感
情
が
い
か
に
彼
女
を
引
き
裂
い
た
こ
と
か
。
ラ
・
ト
ロ
ー
プ
嬢
の
新
し
い
筋
書
通
り
に
幕
が
上
が
る
の
で
あ
る
。
年
寄
り
達

が
寝
に
行
っ
て
し
ま
っ
た
後
、
そ
の
日
始
め
て
二
人
き
り
に
な
っ
た
彼
等
は
、
沈
黙
の
ま
ま
、
敵
意
と
愛
情
が
露
わ
に
な
る
の
を
感

じ
る
。
彼
ら
は
戦
い
、
そ
の
後
で
包
擬
し
、
新
た
な
生
命
が
生
れ
る
だ
ろ
う
。
「
恰
も
闇
の
奥
で
、
そ
の
夜
の
戦
場
で
、
雄
狐
が
雌
狐

と
戦
う
よ
う
に
。
…
…
家
は
そ
の
保
護
す
る
力
を
失
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
道
路
や
家
々
が
出
来
る
以
前
の
夜
だ
っ
た
。
そ
れ
は
洞
穴
に

住
ん
で
い
た
人
間
共
が
、
岩
々
の
間
の
、
ど
こ
か
高
い
所
で
眺
め
た
夜
だ
っ
た
。
や
が
て
幕
が
上
が
っ
た
。
二
人
は
ロ
を
開
い
た
。
」

(
、
-
註
.
-
ア
㍍
e

こ
こ
で
我
々
は
、
太
古
以
来
不
変
の
人
間
性
に
基
づ
く
愛
憎
劇
の
革
か
上
が
っ
た
こ
と
を
意
識
し
、
『
幕
間
』
の
主
人
公
は
ジ
ァ

イ
ル
ズ
、
ア
イ
ザ
夫
妻
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
確
認
さ
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
『
歴
年
』
の
最
後
の
場
で
、
黎
明
の
下
の
広
場
を
エ

リ
ナ
(
E
-
e
a
P
。
r
)
が
眺
め
る
と
、
新
婚
ら
し
い
若
い
一
組
の
男
女
が
タ
ク
シ
1
か
ら
降
り
立
つ
。
エ
リ
ナ
は
「
そ
こ
だ
、
そ
こ
だ
。
」

と
呟
く
。
新
生
活
を
始
め
よ
う
と
す
る
若
い
男
女
の
姿
は
、
混
迷
を
極
め
る
現
代
の
中
で
は
、
一
際
新
鮮
な
も
の
と
し
て
目
立
っ

た
。
し
か
し
『
幕
間
』
の
世
界
で
は
、
結
婚
と
か
家
族
と
か
い
っ
た
基
本
的
な
社
会
制
度
は
、
世
界
大
戦
の
脅
威
の
陰
影
の
下
で

は
、
最
早
崩
壊
せ
ざ
る
を
得
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
と
も
、
読
み
と
れ
る
の
で
あ
る
。

ウ
ル
フ
の
最
後
の
小
説
0



ウ

ル

フ

の

最

後

の

小

説

⇔

一

〇

二

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
学
に
お
け
る
現
実
描
写
」
の
系
列
を
追
求
し
た
ア
ウ
ェ
ル
バ
ッ
ハ
(
E
r
i
c
h
A
u
e
r
b
a
c
h
)
の
『
ミ
メ
ー
シ
ス
』

(
§
莞
乳
や
巨
石
)
の
最
後
の
章
は
、
『
灯
台
へ
』
第
一
部
第
五
章
の
分
析
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
ム
ー
デ
ィ
は
こ
れ
を
ウ
ル
フ
評

価
の
最
良
の
一
と
考
え
て
い
る
。
(
A
・
D
・
M
。
。
d
y
‥
ヨ
ヽ
g
叫
諷
白
雪
g
S
p
・
m
)
ア
ウ
ェ
ル
バ
ッ
ハ
の
解
釈
に
よ
れ
ば
、
ウ
ル
フ
の

作
品
の
中
心
的
真
実
は
、
瞬
間
の
存
在
ま
た
は
「
全
一
」
の
意
識
へ
の
没
入
が
「
西
欧
文
化
の
伝
統
的
秩
序
」
へ
の
因
襲
的
忠
誠
に

と
っ
て
代
っ
た
点
に
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
現
代
作
家
に
見
出
さ
れ
る
生
の
秩
序
と
解
釈
は
、
生
そ
の
も
の
か
ら
発
し
た
も
の
で
あ

る
、
と
述
べ
、
更
に
、
「
我
々
は
絶
え
ず
、
過
去
、
現
在
、
未
来
に
お
け
る
我
々
の
生
に
対
し
、
ま
た
我
々
を
取
り
囲
ん
で
い
る
も

の
、
即
ち
自
ら
が
住
ん
で
い
る
世
界
に
対
し
て
、
意
味
と
秩
序
を
与
え
よ
う
と
努
力
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
我
々
の
生
は
、
我
々
の

概
念
に
は
全
き
実
在
で
あ
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
-
し
か
し
実
は
常
に
多
少
の
差
は
あ
れ
根
本
的
に
、
且
ま
た
多
少
の
差
は
あ
れ

速
や
か
に
、
生
は
変
化
し
っ
つ
あ
り
、
我
々
が
強
制
さ
れ
、
我
々
が
欲
す
る
範
囲
に
従
い
、
新
し
い
経
験
の
奔
流
を
同
化
す
る
こ
と

が
可
能
に
な
る
。
こ
れ
ら
問
題
の
現
代
作
家
が
、
彼
等
な
り
に
任
意
の
瞬
間
に
捉
え
よ
う
と
努
め
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
秩
序
や
解

釈
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
単
一
の
秩
序
や
解
釈
で
は
な
く
、
様
々
の
人
間
、
あ
る
い
は
同
じ
人
間
の
異
な
っ
た
瞬
間
に
お
け
る
多
数

の
秩
序
や
解
釈
で
あ
る
か
も
知
れ
ず
、
従
っ
て
そ
れ
は
重
な
り
合
い
、
補
足
し
合
い
、
ま
た
矛
盾
し
合
う
中
か
ら
、
い
わ
ば
綜
合
さ

れ
た
宇
宙
的
視
野
、
乃
至
は
少
く
と
も
読
者
の
綜
合
的
解
釈
へ
の
意
志
に
応
え
得
る
視
野
を
与
え
る
の
で
あ
る
。
」
(
M
r
i
c
h
A
u
e
r
・

訂
c
h
‥
竜
ぎ
乳
的
-
A
n
c
h
O
r
B
0
0
k
、
p
・
命
切
)
こ
こ
に
ウ
ル
フ
生
涯
の
業
績
が
集
約
さ
れ
て
い
る
筈
で
あ
る
。

更
に
エ
リ
フ
7
ソ
ト
・
ア
ソ
ド
・
カ
ー
ス
ル
(
ヨ
e
p
h
a
n
t
a
n
d
C
a
s
t
-
e
)
の
そ
ば
に
埋
め
ら
れ
た
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
(
S
h
a
訂
s
p
e
a
r
e
)

の
妹
で
あ
っ
た
無
名
の
女
流
詩
人
は
、
「
あ
な
た
方
や
私
の
中
に
、
ま
た
他
の
多
く
の
婦
人
連
の
中
に
生
き
て
い
る
。
」
な
ぜ
か
と
い

え
ば
、
「
偉
大
な
詩
人
は
死
ぬ
こ
と
が
な
い
か
ら
だ
。
彼
等
は
絶
え
ず
存
在
を
続
け
る
、
唯
機
会
さ
え
与
え
れ
ば
、
う
つ
し
身
と
な

っ
て
我
々
の
間
に
た
ち
現
わ
れ
る
の
だ
。
」
(
ゝ
和
も
Q
漣
Q
ヽ
0
乳
的
Q
等
ぎ
p
・
-
コ
)
と
い
う
幻
想
的
な
ウ
ル
フ
の
言
葉
を
添
え
よ
う
。


